平成３０年度ＩＤＥ大学セミナー実施要領

1． 趣旨

平成30年４月から施行された認証評価に関する省令の改正では，大学評価基準に定める項目のうち，内部質保証に関することについて，重点的に認証評価を行うものとすることが定められています。次の大学機関別認証評価の重要な評価基準となることからも，教育の内部質保証に係る取組のひとつとして，アセスメント・ポリシーの設定等による学修成果の可視化が求められています。
今年度のＩＤＥセミナーでは，アセスメント・ポリシーを積極的に導入している国内の事例を学ぶとともに道内の動向も紹介し，今後の各大学の活動の参考となるよう企画しました。各大学で教育成果の可視化をいかに実現するか，セミナーから今後の指針を得たいと思います。
2． テーマ　　「学修成果の可視化をめざして」

3． 主　催　　ＩＤＥ大学協会北海道支部・北海道大学共催

4． 日　時　　平成30年９月14日（金）
5． 場　所　　ホテル札幌ガーデンパレス

　　　　　　　　　　札幌市中央区北１条西６丁目　TEL　011-261-5311

6． 内　容
(1)特別講演１（13:40～14:40）


「愛媛大学の試み：教学ＩＲをＦＤに活かすためのポリシー」
愛媛大学　学長特別補佐　大学院医学系研究科　教授　小林　直人

　
(2)特別講演２（14:50～15:50）
「学修ポートフォリオシステムの導入・活用等の参考指針」

　　　　 　   　    　　　 　帝塚山大学　文学部文化創造学科　教授・前学長　岩井　　洋
シンポジウム（16:00〜18:20）

　　　　　テーマ「北海道における可視化の展開」

 　　　　　　　　　　　  　　司会：北海道大学　高等教育推進機構　教授　  細川　敏幸
シンポジスト　
　


　　
「アセスメント・ポリシーの導入」　
　　　
帯広畜産大学　人間科学研究部門 講師　斉藤　  準
「札幌学院大学のＩＲの取り組み」
　 札幌学院大学　経営学部経営学科　教授・副学長　 石川　千温
「苫小牧高専における教育の質保証の取り組み」
                    　　 苫小牧工業高等専門学校　副校長・教務主事　八田　茂実
「アセスメント・チェックリストの利用」　　　　　　　　　　　 
北海道大学　高等教育推進機構　教授　 細川　敏幸
　       
